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17世紀の説教における« sacré commerce »の用例
　宗教に関係する文章のなかで「神聖なる商売」という表現を用いた例は、ほかに
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まざまな面から戦いを挑んだ。代表作Critica sacra, sive de variis quae in sacris veteris 
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要素を剥ぎ取り、宗教を純化する試みであったと
いえる。意志的にか否かはともかく、そうした活動がキリスト教の土台を揺るが
し、『異議』のような著作に論拠を提供する結果につながったのである。
　手島勲矢氏はスピノザが『神学・政治論』で提示した「歴史批判」の方法論を次
のように説明する。
　　「歴史批判」とは、聖書テキスト原義にまとわりついた「伝統」「伝承」「憶測」
「誤解」「曲解」の「衣を剥ぎ取る」（プシャットの語根の原義）作業であり、〈聖
書テキストがオリジナル＝始原において意味していたこと〉を回復する試みで
ある。79
引き出される結論は異なるとはいえ、リシャール・シモンの聖書研究もまた同じ方
法論に貫かれていた。聖書本文の研究においても、またキリスト教会の経済システ
ムの研究（『教会の収入源とその収入拡大の歴史』）においても、長い間に宗教が付
け加えていったものの実像を曝き、それを剥ぎ取る作業が研究の中心を占めてい
る。まさにそのような聖職者の対極にあって、聖書の権威を擁護し、キリスト教会
が纏ってきた衣を死守するべく立ち回ったのがボシュエであった。1670年以来、フ
ランス王太子の教育係を務め、フランスの政治・宗教界に大きな影響力を持ち始め
ていたボシュエにとり、シモンの『批評的歴史』を潰すのはわけもないことだった。
ボシュエのそうした圧力が一因となって、フランスではシモンの聖書研究を直接に
引き継ぐ者が出なかったと言われる。80しかし、アザールが言うように、シモンは
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語根から派生した名詞であり、「テキストの文字通りの意味」（sensus	 literalis）を意味す
る。」同書，p.	199．
80	 ポール・アザール前掲書，	p.	236；伊藤玄吾，	前掲論文，p.	313-315	;	Paul	Auvray,	op.cit.,	
p.	173	;	Henri	Margival,	op.cit.,	p.	311-312．
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「多くの人々に新たな勇猛心を湧き立たせた」のである。『宗教についての異議』は、
スピノザやシモンの歴史批評の姿勢に学びながら、しかしキリスト教が蓄積してき
たそうした一切の人造的なものを剥ぎ取るだけでは足りずに、キリスト教それ自体
も脱ぎ去り、自然宗教へと向かってゆく。«	sacré	commerce	»という表現をきっか
けにして『異議』の思想的文脈をたぐってゆくと、以上のような構図が見えてくる
のである。
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